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公証人の守秘義務と証言拒絶権再論（二）











































































































































































































































































































































































































































































































































































２１８ 松山大学論集 第１９巻 第２号
見せないことになっているし，謄本の申請も同様とのことである。たとえば遺言書の場合
は印鑑証書等が必要になるという。
１５）福永政彦「公証人の実質的審査義務と公証業務の姿勢」『公証法學』第３１号１０４頁。
１６）日本公証人連合会編・前掲注８）２１頁。
１７）拙稿「公証人の守秘義務と証言拒絶権再論（一）」松山大学論集１７巻６号２４３頁以下参
照。
＊本稿は，２００６年度に交付を受けた松山大学特別研究費助成による研究成果の一部
である。
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